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取扱説明書 


HVL-RLAM 

A 游化 I 電気製品はま全のためのま意事項を守らないと、 
/へ言口 I 乂災や人身事故になることがありまず。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の 
取り扱いかたをおしています。この取振説明書をよくお読み 
のラえ、製品を安全にお使いください。お読みになったあ 
とは、いつでも見られるところに必ず保管してください。 
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特長 

• 近接撮影用リングライト 
マク□撮影時に効果的なライティングび巧能です。 

• ライティングに変化をつける多彩な演出び巧能です。 

• すべてを点灯させた均一なライティングで無影撮影びできます。 

• 片側点灯で被写体のコントラストを生かして、立体感を強調した撮影 
びでさます。 


A 警告安をのために 


ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されています。しかし、ま 
ちびった使いかたをずると、感電などにより人身事故になること 
びあり危険です。事故を防ぐために次のことを必ずお守りくださ 
い。 

参安全のためのを意事項を守る 
参故障した5使わずに、ソニーの相談窓 □ に相談する 
参万一、異常が起きた！5 


リングライトが熱くなる 
をなにおい、煙び出た場合は 



〇リングライトの電源を 
切る。 

〇 ソニーの相談窓、□に相 
談ずる。 


警告表示の意な _ _ 

取扱説明書では、次のような表をしていまず。表术の内容を 
よく理解してから本文をお読みください。 

この表おのを意事項を守5ないと、火災•感電-事故など 
により死 t や大けびなど人身事故になることびあ0ます。 

この表示のを意事項を守5ないと、感電やその他の事故に 
よ0けびをした0周辺の家財に損害をちえたりすることび 
あります。 


ま意を促ず記号 

行為を禁止ずる記号 

A 

0 ® 

感電 

禁止 分解禁止 


A 敬 A 下記の注意を守6ないと、 感電にょり大けび 
公° ° 1 M の原因となりまず。 


A 警告 

[A を思 I 


分解しない 

内部には電圧の高い部分びあり、分解したりすると 
感電の原因となります。 

内部の点検や修理はソニーの相談窓□にご相談くだ 
さい。 

点打部を人の目に近づけて点灯させない 

強力な光は目を痛める恐れびあります。 


分解禁止 


0 

禁止 


よ<あるお問い合わせ、解ず方法などは 
ホームページをご活巧ください。 


http://www.sonv.co.jp/support 


巧い方相談な口 


フI」 ー ダイヤル . 01 20-333-020 

携帯電話. PHS •—部の IP 電話 •’ 0466-31-251 1 


修巧巧談如 


フ1」 ー ダイヤル . 01 20-222-330 

携帯電話’ PHS’ 一部の IP 電話一 0466-31-2531 




を記番号へ接続後、 

最巧のガイダンスが 
流れている間に 

r 402 j + r#j 

を押してください。 
直接、担当窓□へ 


※取扱説明書’ I 」モコン等の購入相談はこちらへお問し)合わせください。 


おつなぞしまず。 


FAX (其迪 ）0120-333-389 受巧時間ち〜金:日:〇〇〜己〇:〇〇 ±.曰.祝日:白:00〜17:00 ] 


ソニー株式会社 干1 08-007 己東京都港区港南1 -7-1 


http://www.sony.co.jp/ 

この説明書は、古紙 70% 切上の再生祇と、 
V0C (揮発性有機化合物)ゼ□植物油型ィ 
ンキを使用していまず。 


電池についてのち全上のご注意 

漏液、発熱、発火、破裂などを避けるため、下記のことを必ずお守0 
<ださい。 


A 警告 


火の中にいれないでください。ショートさせたり、分解、 
加熱しないでください。 

アルカリ乾電池は充電しないでください。 

指定された種類の電池を使用して<ださい。 

ちい電池と新しい電池、種類、^一力一の異なる電池は 
一緒に使わないでください。 

電池交換の場含は電源を切り、しば5く待ってか5取り出 
してください。電池によっては、発熱している場含びあ0 
まず。取0出す際はごを意<ださし、。 

金属類で©、©びショートすると発熱、発火する危険びあ 
0ます。 


• 幼児の手の届かない場所に置さ、□に入れないよラにま意 
する。万一、飲み込んだ場合は、ただちに医師に相談して 
<ださい。 


I A 守胃 I • ©と©の向さを正しく入れてください。 

I ' • >'ェ'レ 、 I . 電池を使い切ったとさ、長期間使用しないとをは、取0 
出しておいて < ださい。 

• 電池の電極と本機の電池、電池蓋の電池端テ部は時々乾い 
た巧などで汚れを拭さ取ってください。 

電極や電極端テ部に皮脂などの'汚れびあると、動作時間び 
極端に短くなることびあります。 

ちし電池の液が漏れたとさは、電池ケース巧の漏れた液をよくふ 
さとってから、新しい電池をいれて<ださい。万一、液が身体や 
衣服についたときは、水でよく洗い流してください。 


主な仕様 

• 照度 150 上 （0.3 m Hi モード） 

• 推奨撮影距離 0.1 m 〜日.己 m 
• 推奨電池 単3おアルカ U 乾電池 （4 本使用）、 

単3おニッケル水素電池 （4 本使用） 

•電池寿命 単3おアルカ U 乾電池 Hi モードで約40分 

単3形ニッケル水素電池 Hi モードで約110分 

* 常温時に日で） 

単3おアルカ U 乾電池は低温の場合、電池寿命び短< な 
ることがあ0ます。 

• があ寸法 操作部 約 64 X 78 X 79 mm (幅/高さ/奥行き） 

〔最大突起部は含まず） 

U ング部約 124 X 141 X 24 mm (幅/高さ/奧巧き） 
(最大突起部は含まず） 

• 質量 約 180 g (操作部+リング部、電池含まず） 

•動作温度 日む〜40で 

• 同框 I 物 U ングライト（1)、 アダプター I 」 ング（2)、ポーチ（1)、 

シユーアダプター （1)、印刷物 一式 
* 電池は同おされておりません。 

本磯の仕様およびが観は改良のため予告なく変更することびあ0ますび、 
ご了承ください。 

a は ソニー 株式会社の商標です 


保証書とアフターサービス 

保証書 

• この製品には保証書び添付されていますので、お買い上げの際お買い上 
げ店でお受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保存してくだ 
さい。 

•保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 

調テび悪いとをはまずチェックを 

この取扱説明書をわラー度ご覧になってお調べください。 

それでも具合の悪いときは 

ソニーの 相談窓口にご相談<ださい。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。 

詳しくは保証書をご覧ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、ご要望により有料修理させていた 
ださます。 


使用上のご注意 

本機は、防じん、防滴、防水仕様ではありません。 


• 本機はビデオカ^ラにはご使用できません。 

• 温度の低い場所で使巧する場含は、常温時に日で）に比べて点灯時間 
び短くなるなど電池の性能び低下しますので、予備の新しい電池を準 
備されることをおすすめします。ただし、低温のため性能の低下した 
電池でち常温にちどれば性能は回復します。 

•60 で!;(上になるような高温の場所に放置したり保管した0しないでく 
ださい。高温になると内部構造に悪影響びあ0ます。（特に夏季の自動 
車内での置さ忘れにごを意ください。） 

• デジタルー眼レフカメラ （ UTF カメラとする）に本機を取り付けたまま 
机の上などに置いた場合、カメラび傾さ不安定になりますので取0扱 
いにごを意 < ださし、。 

• 本機を力^ラに装着した状態で、本機のみを持って持ち上げないでく 
ださい。カメラび落下する恐れびあります。 

• リング部と操作部をつなぐケーブルは固定していますので、引っ張5 
ないで < ださい。 


お手入れ 

U ングライトをカメラから取りはずし、柔5かい巧でか5ぶきしてくだ 
さい。巧れびひどいとさは、中性洗剤溶液をかし含ませた巧でふいてか 
5、ちラー度か5ぶさしてください。シンナー、ベンジン、アルコール 
などは表面の仕上げを傷めますので使わないでください。 


さ部のなまえ 



POSITION スイッチ 


LEVEL スイッチ 
POWER ランプ 



POWER スイッチ 


固定ツマ S 


シューアダプター 

アクセサリーシュー 


□ック解除ボタン- 
オー ト□ックフット- 



部品の保有期間について 

当社では U ングライトの補修用性能部品（製品の機能を維持するために必 
要な部品）を、製造打ち切〇樓最低8年間保有しています。この部品保有期 
間を修理可能の期間とさせていただきます。保有期間び経過したあとち、 
故障箇所によっては修理可能の場合びありますので、 ソニーの 相談窓口に 
ご相談くださし、。 

ご相談になるときは、次のことをお知5せください。 


• 品名： HVL-RLAM 
• 故障の状態：でさるだけ詳しく 
• 購入年月曰 














































































電池の入れかた 

電池はソニー製単3あアルカ IJ 乾電池、単3あニッケル水素電池4本をご使 
用ください。それ外では正常に動作しないことびあ0ます。 

* 単3おニッケルマンガン乾電ミ也と単3形マンガン乾電ミ也はご使用にな5 
ないで < ださい。 

1 電池蓋を開ける。 

2 電池4本を電池ケース内の表示にしたびって正し 



ごを意 

• 電池は必ず4本とち同じ種類のわのをご使用ください。 

• 電池の©©はおず確認していれてください。誤った入れかたをすると、 
点'なしません。 

• 使い切った単3あニッケル水素電池と充電した単3あニッケル水素電池 
を一緒に使用しないで < ださい。 


• フィルター径 49 mm と 55 mm のアダプター U ングび同框 I されていま 
す。その他のフィルター径のレンズにはお使いになれません。 

• ピントを含わせるとさに、先端び回転するレンズではお使いになれま 
せん。 


本機を取り付ける前こ 

アダプタ ー U ングの径は、お使いになるレンズの取扱説明書でご確認く 
ださい。 

• レンズフード、フィルターなどを取0付けている場合は取0はずして 
ください。 

• レンズか5前レンズキャップを取りはずしてください。 


取り付けかた 

1 使用レンズのフィ ルター 径にあった アダプター リ 
ングをしっかりと取り付ける。（手順①） 

49 mm 径と 55 mm 径のアダプタ ー U ングび同おされています。 

2 シューアダプターの才ート□ックフットをカメラ 
の才ートロックアクセサリーシューに止まる位置 
まで差し込む。 

3 操作部を シュー アダプターのアクセサリー シュー 
にしっかりと取り付ける。（手順⑤） 

4 アダプターリングにリング部を取り付ける。（手順 

⑤） 

* I 」ング部の解除ボタンの位置を上にして取0付けてください。 

ごま意 

アダプター I 」ングを取り付けるとさ、レンズをキズつけないよラに取り付 
けて < ださい。 



取りはずしかた 

1 リング部の解除ボタンを押してアダプターリング 
か!5取りはずす。 

2 操作部を シュー アダプターのアクセサリー シュー 
か!5取りはずす。 

3シュー アダプターの□ック解除ボタンを巧しなび 
5、カメラのオート□ックアクセサリー シュー か 
5取りはずす。 

4 アダプターリングを取りはずす。 


使いかた 

詳しくはお使いのカメラの取扱説明書をご覧ください。 

1 カメラの POWER スイッチを 「 ON 」 にずる。 

2 操作部の POWER スイッチを rON 」 にする。 

3 本機を被写体に向け、撮影ずる。 

カメラに本機を取0付けていると、重みでレンズ部び安定しません。 
左手でレンズ部をささえて撮るか、 S 脚のご使用をおすすめします。 

ごま意 

• より忠実な色再現を表現する場合は、カスタムホワイトバランスをお使 
いください。その際、操作部の LEVEL スイッチを切り換えた場合、ホワ 
イトバランスを設定しなおしてください。 

設定ち法については、お使いの力ラの取扱説明書をご覧ください。 

• 本機を力^ラに装着した状態で、本機のみを持って持ち上げないでくだ 
さい。力^ラび落下する恐れびあ0ます。 

• 反射率の高い被写体（一部を含む）を撮影する場を、本機の反射び写0込 
むことびあります。 


故障かな？と思った6 

修理にお出しになる前に、ちう一度点検してください。それでも正常に 
動作しないときは、ソニーの相談窓□にお問い合わせください。 

こんなとさは 

つざのよラにして < ださい。 

点灯しない 

. 本機の POWER スイッチび 「 ON 」 になって 
いるか確認してください。 

-電池の®、©を確認してください。 

-電池を新しいものに交換してください。 

すぐに消灯する 

-低温で使用されている場合は、電池をあた 
ためて < ださし、。 

* 電池寿命はアルカ U 乾電池で約40分、 

ニッケル水素で約110分です。 

Hi モード、常温時に日で） 

U ング部び取0付かない 

. アダプター U ングび取り付いているか確認 
してください。 


リングライトの点なとスイツチに 
ごいて 



• 操作部の LEVEL スイッチで照度を切り換えることびでさます。 

Hi モード ： 「HU Lo モードの照度び約2倍にな0ます。 

Lo モード：「1_0」 Hi モードの照度び約半分になりますび、点灯時間はの 
びます。 

• バッテリーエンド媛、 POWER スイッチを再度 rON 」 にすると点灯する 
場合びありますび、故障ではありません。 


ニッケル水素電池は、リサイクルでさます。 

不要になったニッケル水素電池は、金属部にセ□八ンテープ 
こ、，,ケル などの絶縁テープを貼って U サイクル協力店へお持ち < ださ 

水素電池い。 


障願い 

鶴 

Ni-MH 


巧電式電池の回収*リサイクルおよびリサイクル協力店については 

有限責任中間法人 J 目 RC ホームページ 
http :// www . jbrc . net / hp / contents / index.html 
を参照してください。 


POWER ランプについて 

• 緑色の点なの場合 

電池は充分あ0ます。 

• /赤色の遅い点滅の場含（バッテリープリエンド） 

新しい電池を用意してください。 

* 使巧する電池の種類によ0点滅時間び変わります。 
• ホをの早い点滅の場合（バッテリーエンド） 

リングライトび消灯します。 

電池び消耗していまず。 

新しい電池と交換してください。 




































































